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1. はじめに
2008年に文部科学省が留学生受け入れ 30万人計画 [1]の骨

子を提案して以来，留学生の数は増加傾向にあり，平成 26年
5月における留学生数は約 18万人 [2]に上っている．それに伴
い，近年，教育現場での留学生支援の必要性が高まっている．
日本語で行われる講義において留学生が抱える問題に，教

員の説明が聞き取れないことがあげられる [3]．資料やノート
をもとに後で分からなかった単語の意味を調べることが出来
る板書に比べ，教員の口頭説明で不明瞭だった箇所は，復習が
容易ではない．これは，従来の録音ツールでは講義音声の不
明瞭だった箇所を記録するには，使用者が録音経過時間などを
別ツールで書き留める作業が必要なためである．留学生にとっ
て，非母語を聴解しながら複数の作業を同時に行うのは非常に
難しく，講義中の講義音声の不明瞭箇所の記録，復習時の的確
な聞き直しは困難だと考えられる．
そこで我々は，学生の多くが利用しているスマートフォン

を用いて講義音声の録音と不明瞭箇所のマーキングを行い，そ
の録音ファイルとマーキングデータを共有し，回答を募ること
で，学生の聴講を支援するシステムを提案する．本稿では，提
案システムの概要および評価について述べる．

2. 関連研究
リアルタイムで講義理解支援を行う研究として，篠原らの

携帯電話を用いたリアルタイム授業支援システムや [4]，山元
らの大学講義におけるスマートフォンを用いた受講ログ活用シ
ステムがある [5]．これらの研究における理解支援は，講義の
聞き取りが出来ることを前提としているため，留学生の講義理
解支援には不向きである．
非母語で行われる講義の理解を支援する研究として，岡本

らのスレート型端末を用いた留学生のための講義理解支援シス
テムがある [6]．これは，講義中に使用される専門用語などの
関連情報を提供するシステムである．この研究は音声には対応
していないため，聴講支援に用いることは出来ない．
本研究では，講義音声の不明瞭箇所を記録するシステムを

提案し，留学生の聴講と復習の改善を目指す．

3. 留学生聴講支援システム
3.1 システムの設計方針

本研究の目的は，留学生の講義理解を深めるために，非母語
で行われる講義の聞き取りを支援することである．そのため，
本研究では以下の 3 つの設計方針をもとにシステムの開発を
行った．

(1) 講義音声の録音と不明瞭箇所の記録による留学生の復習
支援

(2) 聴講の妨げにならないインタフェースの提供

(3) 講義音声の録音ファイルと不明瞭箇所情報を共有するこ
とによる学生の相互聴講補助の支援
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図 1: システム構成

図 2: 受講モードの録音画面表示

3.2 システムの構成

図 1に，本システムの構成を示す．本システムは，以下の 3

つの機能からなる．

(1) 利用者が受講する際に使用する「受講モード」

(2) 利用者が投稿した質問に対して他の利用者から送信され
た回答の閲覧や，他の利用者が投稿した質問への回答が
出来る「Q&Aモード」

(3) 「Q&Aモード」で回答を募る際に，参考情報として提供
される利用者の情報を登録する「利用者情報登録モード」



図 3: Q&AモードのMY QUESTIONタブ画面表示

図 4: Q&Aモードの OTHERS QUESTIONタブ画面表示

3.3 受講モード

図 2に「受講モード」の録音画面を示す．受講モードでは，
講義音声の録音，口頭説明が不明瞭だった時点の録音経過時間
の記録（マーキング）を行う．講義名を入力し，録音を開始す
ると，図 2 の録音画面が表示される．録音画面に設置された
マーキングボタンをクリックすることで，サーバへの録音ファ
イルと質問情報の送信，保存が行われる．質問情報とは，回答
を募るにあたり，録音音声の中で不明瞭だった箇所（マーキン
グポイント）を他の利用者と共有するために必要な情報のこと
である．質問情報の内容は，録音開始前に入力した講義名，口
頭説明が不明瞭だった時点の録音経過時間，対応する録音ファ
イル名，質問投稿者のユーザ識別 IDである．

3.4 Q&Aモード

Q&A モードには，受講モードで投稿した質問に対して送
られた他の利用者からの回答の閲覧を行う MY QUESTION

タブと，他の利用者が投稿した質問への回答を行う OTHERS

QUESTIONタブがある．図 3にMY QUESTIONタブ，図 4に
OTHERS QUESTIONタブの画面を示す．

MY QUESTIONタブを選択すると，図 3（a）の自分が投稿
した質問のリスト画面が表示される．質問リストに表示され
た講義名を選択すると，図 3（b）の質問の個別画面が表示さ
れる．図 3（b）質問の個別画面では，自分がマーキングした
講義音声録音ファイルの再生ボタンと，他の利用者から送信さ
れた回答のリストが表示される．質問への回答は，本システム



表 1: アンケート結果 (5段階評価)

質問項目
評価段階

中央値 最頻値
1 2 3 4 5

(1) 自分が投稿した初期設定（マーキングポイントの 15 秒前から再生される）の録音音声を聞
くと，自分の聞き取れなかった箇所が抜き出されていた

1 1 0 3 1 4 4

(2) 自分が録音した講義音声を聞いても，前後にどのような講義をしていたか思い出せなかった 0 2 1 3 0 3.5 4
(3) システムで得られた回答は，復習の役に立った 0 0 2 3 1 4 4
(4) システムで得られた回答は，自分が聞き取れなかった単語の部分が文字になっていた 1 0 1 3 1 4 4
(5) 先生の説明が聞き取れなかったとき，すぐにマーキングボタンを押すのは難しかった 1 1 1 3 0 3.5 4

・評価段階：1: 強く同意しない，2: 同意しない，3: どちらとも言えない，4: 同意する，5: 強く同意する
・評価段階は各評価値を付けた人数を示す．

図 5: 利用者情報登録モードの画面表示

を利用する他の利用者が講義音声を聞き取り，不明瞭だった単
語を文字に書き起こしたものである．また，図 3（b）の質問
の個別画面の右上のオプションボタンをクリックすると，図 3

（c）の質問の詳細設定画面が表示される．図 3（c）の質問の
詳細設定画面では，質問に対するコメントの付加と，講義音声
の再生開始位置をマーキングポイントの 30秒前から 10秒前
の範囲で設定することが出来る（初期値は 15秒前に設定され
ている）．講義音声の再生開始位置の設定は他の利用者にも反
映されるため，より的確に不明瞭箇所を他の利用者と共有する
ことが出来る．

OTHERS QUESTIONタブを選択すると，図 4（a）の他の利
用者が投稿した質問のリスト画面が表示される．質問リストに
表示された講義名を選択すると，図 4（b）の質問の個別画面
が表示される．図 4（b）の質問の個別画面では，他の利用者
がマーキングした講義音声録音ファイルの再生ボタンと，その
質問への回答フォームが表示される．なお，講義音声録音ファ
イルは，質問の投稿者が設定した再生開始位置から（未設定
の場合はマーキングポイントの 15秒前）から再生される．ま
た，図 4（b）の質問の個別画面の右上のオプションボタンを
クリックすると，図 4（c）の質問の詳細確認画面が表示され
る．図 4（c）の質問の詳細確認画面では，質問投稿者の専門
科目，母語，日本語の能力（読み，書き，発話，聞き取り）や
質問に対するコメントを見ることが出来る．Q&Aモード利用
者は，他の利用者がマーキングした講義音声を再生し，聞き取
れた単語をフォームに入力することで，回答の送信を行う．

3.5 利用者情報登録モード

図 5に「利用者情報登録モード」の画面を示す．
利用者情報登録モードでは，留学生の専門科目と，母語，日

本語能力の情報の登録を行う．日本語能力の登録は，「新聞の
内容を理解することができる」「日常会話なら聞き取れる」な
どの具体的な例を用いた 4 つの選択肢から，最も自身の能力
に近いものを選ぶ形式になっている．これは，日本人学生に馴
染みが薄い日本語能力試験のレベルなどよりも，留学生と日本
人学生の双方に分かりやすいと考えたためである．

4. 評価実験
4.1 実験の概要

本実験では，本システムによる聴講支援効果の検証を目的と
して，本システムを用いた聴講を実施した．実験には留学生 6

名と日本人学生 6名の計 12名の被験者が参加した．被験者は
全員和歌山大学の学生であり，全員日本語で日常会話ができ，
簡単な日本語を読むことが可能である．なお，本実験は，図 3

（c）の「質問の詳細設定画面」，図 4（c）の「質問投稿者情報
確認画面」，図 5の「利用者情報登録モード」の機能が未実装
の状態で実験を行っている．実験の流れを以下に示す．
　(1) 留学生（質問者　 1回目）

(a) システムの操作練習
(b) 講義の聴講
講義内容は，和歌山大学で行われている講義を参
考に「情報科学（電子マネー）」について約 10分
間程度のものを作成した．全ての実験で同一の講
師（和歌山大学教育学部の学生に依頼）が行って
いる．

(c) 他の留学生が投稿した質問への回答を作成
(d) 講義内容に関するテスト（1回目）
(e) 本システムに関するアンケートへの回答

(2) 日本人学生（回答者）
(a) システムの操作練習
(b) 留学生が投稿した質問の回答を作成
(c) 本システムに関するアンケートへの回答

(3) 留学生（質問者　 2回目）
(a) システムの操作練習
(b) 本システムと講義資料を用いた講義内容の復習（10

分間）
(c) 講義内容に関するテスト（2回目）への回答
(d) 本システムに関するアンケートへの回答

4.2 実験結果と考察

表１に留学生が回答したアンケート結果を示す．
録音音声に関する表 1(1)の質問項目では，留学生 6人のう

ち 4人が「強く同意する」「同意する」と回答した．この結果
から，本システムは，初期設定（マーキングポイントの 15秒
前から再生される）の状態でも講義音声の不明瞭箇所の記録
に有効な可能性があることが分かった．しかし，自由記述で



は，「もう少し聞けば，理解できるかもしれないと思ってしま
い，ボタンを押すのが遅くなってしまう」という意見があり，
ノートテイキングとの併用や再生時間について検討する必要
があると考えられる．また，表 1 (2)の質問項目の自由記述で
は，「抜き出された部分以外の内容は，あまり思い出せなかっ
た」という意見もあり，マーキングポイント以外の録音音声の
再生について検討する必要があると考えられる．表 1 (3)の質
問項目では，「強く同意する」「同意する」と回答した学生が 4

人，「強く同意しない」「同意しない」と回答した被験者は 0人
だった．これにより，本システムで得られた回答が有用と感じ
る留学生は多いと考えられる．
また，文字回答に関する表 1 (4)の質問項目では，過半数の

被験者が「強く同意する」「同意する」と回答した．表 1 (4)の
質問項目の自由記述では，「聞き取れなかった所が文字になっ
ていたので，理解しやすい」という意見も見られ，聞き取れな
かった箇所を文字にして提供することは留学生の聴解，復習
の支援になると考えられる．表 1 (5)の質問項目では，「同意す
る」という回答が最も多かった．自由記述では「ボタンを押す
時に焦ってしまった」という意見があげられため，後で再生位
置を変更出来る機能を実装して，講義中の留学生に精神的負担
をかけないシステムに改良する必要があると考えられる．

5. おわりに

本稿では，携帯端末を用いて講義音声の録音と不明瞭箇所
のマーキング情報を共有することで，留学生の聴講を支援する
システムの開発を行った．評価実験では，以下のような知見を
得られた．

(1) 聞き取れなかった箇所を文字にした回答を提供すること
は，留学生の聴解，復習に有用である

(2) 録音した講義音声の中から，留学生が不明瞭だと感じて
システムを操作した時点の直前の 15秒間を抜き出すこ
とで，講義音声の不明瞭箇所の記録に有効な可能性があ
る．しかし，講義中はシステム操作のみに集中できない
ので，システム操作が遅れた場合でも後から再生位置を
変更できる機能が必要になると考えられる

(3) 留学生にとって，聴講中に不明瞭箇所を即座に見極め，
システムを操作することは困難だと感じる場合がある

今後は，回答者の負担軽減のため，より的確にマーキング
箇所を提示する機能，音声認識を用いた自動文字起こし機能を
検討していく．
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